
決議要約                        
国際理事会会議 

2025 年 7 月 10 日～12 日 
米国フロリダ州オーランド 

 
監査委員会 

決議なし。 
 
会則及び付則委員会 
 

1. 315-B1 地区（バングラデシュ）の選挙抗議申立てを認容し、2025～2026 年度の地

区ガバナー、第一副地区ガバナー、および第二副地区ガバナーの職を空席と宣

言。同地区に対して空席を補充するよう指示した。  
2. 315-B3 地区（バングラデシュ）の選挙抗議申立てを認容し、2025～2026 年度の地

区ガバナー、第一副地区ガバナー、および第二副地区ガバナーの職を空席と宣

言。同地区に対して空席を補充するよう指示した。  
3. 117-A 地区（ギリシャ）の選挙抗議申立てを棄却し、Konstantia Papallaを 2025～

2026 年度の第二副地区ガバナーとして認めた。 
4. 320-H 地区（インド）の選挙抗議申立てを認容し、第一副地区ガバナーおよび第二

副地区ガバナーの職を空席と宣言。同地区に対して空席を補充するよう指示し

た。  
5. 3233-E1 地区（インド）の選挙抗議申立てを棄却し、R.S. Madan を、2025～2026

年度第二副地区ガバナーとして宣言した。 
6. 3233-G1 地区（インド）の選挙抗議申立てを棄却し、Ram Jat を、2025～2026 年度

第二副地区ガバナーとして宣言した。 
7. B-3 地区（メキシコ）の選挙抗議申立てを棄却し、Maria Yolanda Casillasを、2025

～2026 年度第二副地区ガバナーとして宣言した。 
8. B-7 地区（メキシコ）の選挙抗議申立てを認容し、2025～2026 年度の全期にわた

り第二副地区ガバナー職を空席と宣言した。 
9. 404-A2 地区（ナイジェリア）の選挙抗議申立てを認容し、第二副地区ガバナーの

職を空席と宣言。同地区に対して空席を補充するよう指示した。 
10. 301-D2 地区（フィリピン）の選挙抗議申立てを棄却し、Edmund Lim を、2025～

2026 年度第二副地区ガバナーとして宣言した。 
11. 301-E 地区（フィリピン）の選挙抗議申立てを棄却し、Rogelio Concha, Jr.を、2025

～2026 年度第二副地区ガバナーとして宣言した。 
12. 35-N 地区（米フロリダ州）の選挙抗議申立てを認容し、第二副地区ガバナーの職

を空席と宣言。同地区に対して空席を補充するよう指示した。  
13. 324-F 地区（インド）の国際理事推薦選挙抗議申立てを棄却し、準地区による

S.T.Srinivasan の推薦を確定した。 
14. 3234 複合地区（インド）の国際理事推薦選挙抗議申立てを棄却し、複合地区によ

る Jitendra Mehta の推薦を確定する。  
15. 「Lions Autisme France」を財団として承認した。 
16. 2025～2026年度の間 Yogendra Runwal を元地区ガバナーとして認めず、また、

2025～2026 年度の間 Yogendra Runwal が地区キャビネット員を務めることを禁じ

た。 
17. 理事会方針書を改訂し、第 6 章「道徳綱領とライオンズ旗」の第 C 節「公式ライ

オンズ旗」を、第 4 章「クラブ用品」に移動し、第 4 章を「クラブ用品とライオ

ンズ旗」に改称した。 
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18. 理事会方針書を改訂し、第 17 章「会員」の第 J節「差別禁止方針」を、第 6 章

「道徳綱領とライオンズ旗」に移動し、第 6 章の名称を「道徳綱領と行動規範」

に改称した。 
19. 第 6 章「道徳綱領とライオンズ旗」を改訂し、第 D 節「行動規範」を加えた。 
20. 第 25 章「紛争処理手順」を改訂し、個人のメンバーであっても適切な紛争処理手

順に基いて特定の行為への抗議を申立てられるようにした。 
 
大会委員会 

1. 理事会方針書第 8章 E.8.b.「資格証明」を改訂し、3 項および 4 項を全文削除した上

で、理事会方針書第 8章 E.8.c.「代議員の資格証明」の第 1 項の「資格証明を受ける

ことはできない。」の前に「投票のための」との文言を追加した。 

地区及びクラブ・サービス委員会 
 

1. 2025～2026年度地区ガバナー選挙結果と任命を採択した。 
2. 300C 複合地区（台湾）内に、新しい準地区として 300C5 を作る地区再編成案を承認

した。この新地区は、2026 年国際大会の終了時に有効となる。 
3. 理事会方針書第 15 章「法務」に新たな解釈項目を加え、オメガ・レオ複合地区会長

又はオメガ・レオ地区会長としての過去の職歴は、ライオンズクラブの会長又はラ

イオンズクラブ理事会の構成員としての職歴に代わり、ゾーン・チェアパーソンの

役職の資格要件と解釈されることを明確にした。 
4. 理事会方針書を更新し、古くなった地区および複合地区委員長の名称を削除し、現

行の理事会承認の名称に置き換えた。  
5. 理事会方針書を改訂し、複合地区の再編が承認された場合、その再編が完了する前

に、当該複合地区内の準地区が新たな再編提案を提出することを防ぐものにした。  
6. 理事会方針書第 5 章を改訂し、再建の取り組みを支援・調整するとともに、活性化

を目指すクラブへの地区の関与を促すものにした。 
7. 理事会方針書第 5 章および第 9 章における優秀賞に関する文言を調整し、最近の同

賞への変更を反映するものにした。 
 
財務及び本部運営委員会 

1. 赤字となる 2024～2025年度第 4 四半期予想を承認した。 
2. 黒字となる 2025～2026年度最終予算案を承認した。 
3. 2025～2026年度運営準備金 US$20,565,024 を承認した。  
4. アルゼンチンの特別非常時ステータス終了に向けた段階的アプローチを承認し、ラ

イオンズクラブ国際協会は、2025 年 7 月の前期分として会費総額の 50％を、2026 年

1 月の後期分として会費総額の 50％をアルゼンチンのクラブに請求する。2026 年 7
月以降、アルゼンチンは特別非常時ステータスから解除される。 

5. クラブが特別非常時ステータス下に置かれる期間を 1 年間に制限することを承認し

た。追加期間が必要な場合には、追加の要請と特別非常時ステータス脱却計画を提

出しなければならない。 
6. ボリビアのクラブについて、2025 年 7月 1 日から 2026 年 6 月 30日までの特別非常

時ステータスを承認した。 
7. ニカラグアのクラブについて、2025年 7 月 1 日から 2026 年 6 月 30日までの特別非

常時ステータスを承認した。 
8. 理事会方針書第 11 章「財務」B 節 3 項「銀行口座」の「権限保有者」を改訂し、

2025 年 6 月 23 日付でリサ・クラライナ財務チーフ兼会計を追加し、2025 年 8 月 1 日

付でキャサリン M. リゾー財務チーフ兼会計を削除することを承認した。  
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リーダーシップ開発委員会 
 

決議なし。  
 
長期計画委員会（2025 年 5 月会議の報告） 

1. 2026～2027年度の指導力育成およびライオンズクラブ国際財団に関する地区目標を

修正することを決議した。  
2. 2025～2026年度、拡大及びインパクト特別委員会を承認することを決議した。 

 
マーケティング委員会 

 
決議なし。 
 

会員増強委員会 

1. Linda Payne ライオン（201-T1）を 2025～2026年度のレオ諮問パネリストに、

Jentina Lawry ライオン（202-E）を補欠に任命した。  
2. Milorad Stanic 元地区ガバナー（126）をモンテネグロのコーディネーター・ライオ

ンに任命した。  
3. 理事会方針書第 22 章「レオクラブ・プログラム」を更新し、レオ結成費をレオ納入

金に整合させるため、方針から「US$100.00 の」との記載を削除した。  
4. 理事会方針書第 24 章「グローバル・アクション・チーム」を更新し、「ミッション

1.5」への追加支援を可能にした。  
5. 理事会方針書第 7 章「会則及び付則」を更新し、会員増強委員会がレオ／レオライ

オン・キャビネットおよび協議会リエゾンに関する方針の例外を認めることを可能

にした。  
 

奉仕事業委員会 
 

決議なし。 
 
テクノロジー委員会 

決議なし。 
 

上記要約のいずれかに関する詳細は、 
協会ウェブサイト www.lionsclubs.orgでご覧いただくか、法務部にお問い合わせください。 


